修業年限短縮者の博士論文審査に関する特例のための申し合わせC420

（平成15年5月8日研究科会議決定）

　　 （趣旨）
第１条　京都大学通則第50条第5項の規定に基づき、アジア・アフリカ地域研究研究科における、大学院在学期間が標準修業年限未満の者に博士の学位を授与する特例（以下「特例」という。）に関する手続きを定める。
　　 （審査基準）
第２条　特例に基づく者の学位審査の基準は、標準修業年限を修めた者の学位審査の基準と同等以上とする。
　　 （受付）
第３条　博士予備論文の審査に合格した者（3年次編入学者を含む。）のうち、大学院在学期間が5年未満の者で、指導教員群が特に優れた研究業績を挙げたと認めた者については、特例として、博士論文審査を在学期間５年次終了以前に実施することを申請することができる。当該指導教員群3名は、連署、捺印の上、特例適用の申請を研究科長に提出する。特例申請には、指導教員群による推薦理由書と当該学生の研究業績を添付する。
　　 （特例申請の諮問と認定）
第４条　研究科長は、当該特例申請を認めるかどうかを研究科会議に諮る。主指導教員ないしその代理は、特例を適用するに値すると判断した理由について説明をおこなう。研究科会議は、これに基づき審査し、特例申請を認めるか否かについて可否投票をおこなう。出席者の３分の２以上が可とした場合をもって特例申請の認定とする。
　　 （博士論文審査）
第５条　特例に基づいて提出された博士論文の審査に関わる事項は、「課程博士学位授与に関する申し合わせ」に従っておこなう。

　　　附　則
１　この申し合わせは、平成15年5月8日から実施する。
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アジア・アフリカ地域研究研究科長　　殿



主指導教員  　　　　　　　　　　　　   　印

副指導教員　　　　　 　　　　　　　  　　印

副指導教員　　　　   　　　　　　　　　　印




在学期間短縮の特例を適用して博士学位論文審査を受ける資格申請について


下記学生が本学通則第50条第6項の規定に該当すると見込まれるものであることを、別紙の推薦理由書のとおり確認いたしましたので研究科会議でご審議いただきますようお願いいたします。



記


専　　　攻： 
入学年月日： 
氏　　　名： 


在学期間短縮特例の推薦理由書
	学生氏名
	 

	指導教員
	（主）
	（副）
	（副）

	論文題目　 

	
平成 ○○ 年度入学 ○○○○ 地域研究専攻 ○○○○ が、本研究科の修業年限短縮者の博士論文審査に関する特例のための申し合わせに定める「優れた研究業績を挙げたと認めた者」に該当するか否かについて、提出された学位申請論文、並びに研究業績等の資料をもとに評価を行い、以下の理由によりこれに該当すると判断した。
  




















これらの成果をまとめた論文内容は、博士学位論文の水準を十分に満たすと判断し、博士の学位審査の請求に値すると認める。
また、本研究科に3年以上（第3年次編入学の場合は1年以上）在学し、必要単位を修得済みであることを確認した。



